
小!特集 最近の音声入出力技術

汎用形音声認 装置≠HR一川0ⅠⅠ〃

U.D.C.ム81.327.13.015:801.4

Generaトuse Speech Recognition Equipment､､HR-100ⅠⅠ′′

音声は,人間の最も自然な情報手段である｡この音声を情報処王里装置への入力手

段として利用することは,他の入力装置に比べ優れた点がある｡しかし,実際に音

声入力を応用する場合,音声応用という性質上,音声入力に関する複雑な手順処理

プログラムと応用業務の実行処理プログラムを開発する必要がある｡

本装置は,膏声認識装置をシステム製品化し,ユーザー負押低減の実現を可能に

する支援ソフトウェアを具備している｡

システムの操作は,音声入力作業の性質を配慮し,実時間会話形による処理を基

本とした｡また,ソフトウェア作成時の記述作業を容易化するための,音声入力問

題向き言語などの支援ソフトウェア群を開発した｡

l】 緒 言

音声は,人間の最も自然な情報通信手段である｡情報処理

装置への,データ人力手段として音声を使うことにより,下

記のように他の入力手段と比較し,有利な点が多々ある｡

l,l 音声入力の利点

(1)音声は人間にとって自然な動作であり,特別な訓練なし

に使用できる｡

(2)目や手を他の作業に拘束され.ているときでも,データを

入力するために,その作業を中断することなく同時処理がで

きる｡

(3)手袋をして作業する現場,手を汚さなくてはならない現

場,手を汚してはいけないような場合でも,データを入力す

ることができる｡

(4)音声で入力した情報は,直接データ処理装置に入力でき,

カード,紙.テープへのパンチをしたり,タイプライタをたた

くなどの中間処理が不要となる｡

(5)高所,機械の中などのような狭所,暗室などのような特

殊な作業環境の中でも,情報の入力が可能である｡

(6)マイクロホンの届く範囲内であれば,入力装置の設置場

所にかかわらず,作業者は移動して入力できる｡

以上述べたような利点に着日して,音声認識装置の導入に

よる合理化,省力化をねらって,各方面で装置の導入が計画

されている｡

しかし,一方,ユーザーが実際に導入する場合に,下記の

ような問題があり,この対策のため,音声認識装置を制御す

る技術とソフトウェアの開発負抑が伴って,音声入力を普及

するひとつの障害にもなっている｡

l.2 音声入力装置導入時の問題

まず第1の問題点は,現在の音声認識装置では,ある程度

の誤認識は避けられない｡この対策のため複雑な手順処理を

行なうソフトウェアの開発を必要とすること｡

次に第2の問苺点は,普声認識装置を利用する場合に,そ

の利点を更に引き伸ばす手段として,作業者の音声入力と,

作業者への指示,確認とを会話形式で実時間応答処理のシス

テムにすることを必要とすること｡

そして,第3の問題点は,音声入力装置導入の目的は,音

声認識そのものではなく,最終的にはデータの編集,編集後の
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データ印字出力やホストコンピュータへのデータ音度しである｡

そのためのソフトウェア開発を必要とすることである｡

以上述べた問題解決のため,HR-100ⅠⅠ汎用形音声認識装

置(以下,HR-100ⅠⅠと略す｡)は次に述べるような点を目的に

開発を行なった｡

1.3 HR-100ⅠⅠ開発のねらい

まず,音声入力装置をシステム製品化し,ユーザーが本装

置を導入すれば,あまr)手をかけずにそのまま運用できるよ

うにした｡音声入力処至里の簡易化,効率化を実現して,その

運用方法は,極力操作者が扱いやすいものとした｡そして,

具体的な応用克としては一般産業向けとし,中でも特に生産

技術分野向けを考摩して開発を行なった｡

臣l 方 式

音声認識方式と日立製作所の製品名称は,発声する話者,

発声条件によ-)表1に示すとおりである｡

本報告の認識装置は,話者が登録した本人の認識を対象と

する特定話者用,前後に区切って発声された単語認識を対象

とする離散単語認識の領1或に分類される｡

HR-100ⅠⅠは,先に日立製作所で開発したHR-100音声認識

装置(認識だけを目的としたスタンドアロンタイプ)を使用し,

j更に,システム操作に必要な入出力機音詩と,これらを制御す

る制御部,及びシステムソフトウェアを備えたものである｡

6】 特 長

HR▼100IIの特長を下記に,またシステム構成を図lに示す｡

表l 書声認識方式と製品名称 認識装置の舟掛よ.発声する話者に

より二分され,更に.離散発声か連続発声かによって分ミ頃される｡

話者

発声条件

話 者

特 定 話 者 不 特 定 話 者

離散発声 品名 HR-】00/HR-100ⅠⅠ 品名 HR-150

連続発声 品名 HR-200 品名 HR-250

三主:品名は,日立製作所の製品名称を示す｡

*

日立製作所戸塚工場
**

日立製作所中央研究所
***

日立製作所生産技術研究所
****

日立製作所システム研究所
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注:略語説明 ORT(Cathode Ray Tube)

図I HR-100ⅠⅠ音声認識装置システム構成

スプレイ及び音声出力部は,会話形処理での操作用に,

プログラム,データ及び音声標準パターンの格納用に,

種データの記三緑用に使用する｡

キーボード,CRTデイ

フロッピーディスクは,

また,プリンタは,各

(1)入力される単語の範囲を,あらかじめ予測して認識させ

る構文的な処理機能をもち,認識率の改善を実現した｡また,

音声入力問題向き言語を備え,認識語群の定義や入力構文の

記述を簡易化した｡更にまた,実機によるプログラム開発を

可能とした｡これにより,ユーザープログラム開発期間を大

幅に短縮できるようにした｡

(2)操作は,CRT(Cathode Ray Tube)ディスプレイと音

声応答による実時間実行の会話形式を基本とし,ユーザーの

作業性向上に配慮した｡

(3)音声登録,認識テストに対し,CRT画面会話形式による

登録,格納,テストなどの操作を簡単なキーボード操作によ

り可能とした｡

(4)各種の応用ユーティリティを備え,会話形レポート編集,

会話形ファイル作成,フロッピーディスクフォーマットをホ

ストコンピュータに合わせた変換など,ユーザーの支援業務

を可能とした｡

次に,以上述べたようなHR-100ⅠⅠの機能仕様,特長など

を,ハードウェア,ソフトウェアについて更に詳Lく述べる｡

El ハードウェア構成

4.1 認識部機能ブロック図と動作

HR-100ⅠⅠ認識部の機能ブロック図を,図2に示す｡同国の

マイクロホン 増 幅 部

+.

分 析 部

書声区間検出

左側から人力された音声は,分析部の入力レベルに合った大

きさに増幅される｡分析部では,入力された音声情報をディ

ジタルフィルタバンクにより,スペクトル分析を行なう｡分

析されたデータは,このままでは情報量が非常に大きいので,

圧縮部で特徴が失わないようにして,情報の圧縮が行なわ

れる｡音声区間検出部では,分析部の途中の情報を利用して,

音声の始まりと終わりを区別して次の処理に利用される｡

最初の驚喜卸寺,圧縮されたデータは,標準パターンメモリ

に格納される｡また,通常の認識動作時には,このデータは

認識部へ送られ,標準パターンメモリに格納されている標準

パターンデータと二大々に比較され,その頬似度が計算される｡

･Flj走出力部では,計算された類似度を判定し,最大額似度の

単語(番号)を制御部へ送る｡

4.2 HR-100ⅠⅠの仕様

HR-100Ilの仕様を表2にホす｡音声出力部には,PARCOR

合成を使った音声合成パッケージを使用している｡音声出力

語数及び長さは,合計の語長が100秒以内であれば,ユーザー

の希望に応じて臼由に選択できる｡フロソピ】ディスクは,

標準形(メモリ寄量256kバイト)が2千言実装されており,1≠‡

は装置のシステムプログラムや音声標準パターンの格納用に

使用され,他の1千言はユーザー業務用ファイルとして開放き

れる｡最初に本装置を使用するときに音声を登録し,フロッ

ピーディスクに格納しておけば,そのディスケットを差し替

えることにより,使用するごとに登録しなくて済む｡キⅥボ

ードは,作業者が本装置を操作するとき,プログラムの作成

表2 HR-100ⅠⅠ音声認識装置の主な仕様 本妻に示した入出力装置以外

にも,拡張用ボード挿入により,ユーザー希望の入出力装置の接続が可能であるr,

項

番
項 目 仕 様

l 話 者 条 件 特 定 話 者

2 認 識 単 位 離 散 単 語

3 認 識 語 数 32～128言吾

4 単 語 長 0.2-一2.0秒

5 語 間 長 0.3秒以上

6 登毒手時発声匝】数 l 回

7 認 識 速 度 0.3秒以下(語間長を除くr+)

8

入

出

力

装

置

音 声 出 力 部 PARCOR合成 最大約100秒語

9 フロッピーディスク 標準形 容量256kバイト2台

10 キ
ー ボ ー ド +lS配列準拠 87キー

ll CRTディスプレイ キャラクタデイス70ィ(80字×25行)

12 プ リ ン タ 速度 80字/秒 l桁 80文字

13 マ イ ク ロ ホ ン ダイナミック接話形単一指｢利生

圧 縮 部 認 識 部

標準パターンメモリ

判定･出力部

+

(システム)
制 御 部

図2 HR-柑0ⅠⅠ認識部機能ブロック図 入力された書声は,左から順に右へと処理され,標準パターンとの照合を行なって判定部で認識結果を出力するD
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l甘
図3 HR一柑0ⅠⅠ書声認識装置の外観 右側のフロッピーディスクが

実装されているのが本体で,その左側がキーボードとディスプレイであり,左

側のものはシリアルプリンタとマイクロホンである._.

又は表ホメ､ソセMジの入プJ‾丈作成のときなどに使用する｡CRT

ディスプレイは,作業者と本装置の会話形式による操作の中

心になるもので,認識結果の表ホ,各椎メッセージの表示に

伸輔される｡プリンタは,音声で入力されたデータの編集結

果,ユーザープログラム作成時,プログラムリストの出力な

どに使用される｡本装置は,入山力装置拡粧用インタフェー

スを備えているので,拡張用ボードを挿入するだけでユーザ

ーの希望に応じて,他の表ホ機器,印刷装置,データ入出力

+

●●-●●

､ごエ′:､

■●-
一

∫硲車重華考孝撃牽套
ご:･/

･■ノ1ユーザー間発部分.●:
■･'∴＼

√･.･ニ:ニ∴二∴さ†Tr.丁=丁,.1て.･∴･.･

こご､:

､:ご′HR-1
三と､与
､､､､ヽ.

莞寒声襲牽琴賢∴

●●一●

--■■■■

疋/､

ノ､′:

､､へ､ご､-､,--,!-∨一-･-･,-ハー､′､∨､ご

葉妻準譲吉肇≡嚢薮三責棄肇∫亨≒さ
こ､お､､′‡

､､:nこ､ここ

ニ､と

三業津寮牽審藷′諾至嚢′繋′､

､′※′､

岩垂妻毒妻療鍵芸三､毒筆寮妻妾ミニ喜′

二子盛襲蜜拳芸

図4 支援ソフトウェアとユーザー間発ソフトウェア HR-1001Ⅰ

を利用する場合,使用する支援ソフトウェアとユーザーが開発Lなければなら

ないソフトウエアの関係を示す(制御プログラム,音声入力語,応用ユーティ

リティに対Lて,右上がユーザー間発部分である)｡

汎用形音声認識装置"HR-100ⅠⅠ”827

装iFこへの接続が可能である｡HR-100ⅠⅠの外観を図3にホす｡

1i+岡石部の筐体が本体で,2≠言のフロッピーディスクが搭載

されている｡本体の左側にあるのが,CRTディスプレイとキ

ーボードである｡左部にあるものがシリアルプリンタで,そ

の前に置いてあるものがマイクロホンである｡

岳】 ソフトウェア構成

5.1 概 要

従来のような音声認識装置(HR-100)単体では,音声認識

とその簡単なサボ”卜機能に限られる｡このため,ユーザー

が音声入力を実際の省力化システムなどに応用しようとする

場fナ,音声入力に関する複雑な手順を処理する制御プログラ

ムや,応用業務の実行処理プログラムを開発しなければなら

ない｡HR-100ⅠⅠは,支援ソフトウェアを具備し,ユーザー

のソフトウェア開発負抑の低i成をねらったシステム化製品で

ある｡

HR-100ⅠⅠソフトウェアの特長は,次に述べるとおりである｡

(1)本システムの操作は,音声応用という性質上,人間の自

然発声速度に追従Lた会話形実時間処王型を基本として行なえ

るようにした｡

(2)応用業務用ユーザープログラム作成時,音声入力手順と

処理手続などの記述を容易に行なえるよう配慮した｡

(3)応用ユーティリティは,これを利用すれば,ユーザーは

簡単なパラメータ人力とすることにより,本装置をそのまま

ユーザーシステムにJ芯用できるようにした｡

図4に,_卜述の支援ソフトウェアの利用範囲によるユーザ

ーのプログラム開発負才Fl_の程度を示す｡

制御プロ グラム

言語プロセッサ

応用ユーティりテイ

音 声認識都制 御

コマ ンド解析処理

プ ロ セ ス 制 御

ファイルマネジメント

音 声 応 答 制 御

画 面 エ デ ィ タ

ン パ イ ラ

イ ン タ プ リ タ

会話形レポート編集

会話形ファイル入力

ファイル編集･検索

ディスクフォーマット変換

書式管王翌プログラム

図5 支援ソフトウェアの内容 支援ソフトウェアの構成は,三つの

プログラム群から成る｡入出力機器及びプログラムの管王里を行なう制御プログ

ラム,吾声入力用問題向き言語及び応用ユーティリティがあり,後者の二つは,

HR一柑0Ilで特に配慮Lたものである｡
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また,本システムが提供する支1蓑ソフトウェアの内谷を図

5に示す｡このソフトウェアは,下記のとおり三つのプログ

ラム群から成る｡

(1)音声入出力の応用制御を行なう制御プログラム

(2)音声入力手順と適用業務との処理を記述する言語プロセ

ッサ

(3)汎用性をもつ業務プログラム群の応用コーチィリティ

以下に,各々のプログラム群の機能,特長について述べる｡

5.2 音声入出力の応用制御プログラム

本システムの中核となるん､E用制御プログラムによって,音

声登録,音声入力処王聖プログラムの開発支援,音声入力の会

話形実時間制御を達成している｡

以下にシステム使用上の特長点について述べる｡

(1)音声登録･認識テストの支援

CRT画面対話形式で,音声の登録,格納,学習及び認識テ

スト評価を簡単に実行できる｡

(2)音声入力処理プログラムの開発支援

者声入力言語によるプログラム開発支接と言喜吾プロセッサ

の実行制御を,簡単な操作コマンドで行なえる｡

(3)会話形実時間処理の容易化

入出力機器を仮想機械化し,入出力制御を独立に行ない,

インタフェース条†fトを統一させることによって,ユーザー入

出力機器の拡張を容易化している｡また,会話形の実時間処

理を容易化するため,独特の送√受信マクロとメッセ【ジ通信

方法を採用している｡

(4)音声応答付加機能

音声応答装置を付加したときに有効で,標準的な音声｢H力

編集機能により,入力ガイダンス,認識結果の確認などが音

声で行なえる｡

｢
一
-

｢
‾

ディスプレイ

キーボード

FD装置

入出力機器

十

+_._

制御プロ

コ
ン
ソ
ー
ル
制
御

F

D

制

御

入

出

力

制

御

グラム

外部割込み制御

表3 音声入力言語によるプロクうム開発手順と支援内容 音声

入力応用システムのプログラム開発から処理の実行までの手順と,本システム

が準備している基本ソフトウェアの支援内容を示した〔,

手順 開発フェーズ 特 長 主 な 支 援 内 容

l 問題記述
音声入力用問題向き ●音声入力構文の記述
‾葵≡‾壬五
R円仁】 ●音声入力言言吾仕様

2
プログラム

開 発
HR-100ⅠⅠで開発可

●画面エディタ

●音声入力言語コンパ
イラ

3
音声登録･

CRT対話‾方式
●音声認識部操作コマ

認識テスト ンド い2種葉頁)

4

コ!こ
∈ヨ 制 御

会話形実時間制御
●音声入出力処理の実

P

入

力

処

処‡里部 行制御

享五

インタプリタによる

解釈実行

●構文解釈による予言則

認識

●ユーザー独自開発プ

理

の

実

行

処

王里

吾β

ログラムとの結合

実行時処王里の標準化
●音声入力の標準実行

時処王里群

以上の諸機能を実現する音声入出力の応用制御プログラム

の機能構成を,図6に示す｡

5.3 音声入力言語によるプログラム開発支援

奇声入力言語の詳細については,本小特集の別掲論文｢音

声人力システム用問題向き言語の開発+に述べている｡本言

語7-■ログラムの特長は,音声入力手順と処理手続きの記述を

容易なものにする音声入力用の問題向き言語とした点にある｡

また次々に入力される発声語に対し,認識語群の定義と人力

7Dロセス制御

｢‾‾

l

l

I

I

l

l

l

_+

｢
｢T

認

識

部

制

御

マ

ク

ロ

分

析

言語プロセッサ

ユーザー70ログラム

応用ユーティリティ

+

内
部
割
込
み

音声認識部

一一

一
一
L ‾‾‾-‾■■‾■■‾‾‾｢

メッセージ送受信マクロ

7Cロセス制御マクロ

注:噸語説明 MBX(Message Box),FD(F如PY Djsk)

図6 制御プログラムの機能構成 点線で示Lた部分が制御プログラムの範囲で,苦声入出力の会話形実時間制御と処理プログラム群の実行管理を行なう｡
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構文の記述をも簡易化した点にある｡この言語を利用するこ

とにより,構文的な予測認識を効率よく行なえるとともに,

プログラム開発期間を大幅に短縮できる｡

この音声入力言語を用いて,音声1応用プログラムの開発か

ら実際に応用業)楳を実行するまでの‾手順,支援内容を表3に

ホす｡同衷では本システムでサポートする基本ソフトウェア

の各開発フェーズでの支授機能を併記した｡各処理過程での

操作方法は,後述するので省略する｡音声入力言語コンパイ

ラによる中間語形式の変換出力を,インタプリタによって解

釈実行する方式を採用している｡音声入力特有の誤発声,誤

認識のようなあらかじめ予想できない処王里変更などの処]哩を

インタプリタにもたせ,ユーザーの音声入力言語の記述を大

幅に単純化している｡

5.4 応用ユーティリティ

本ユーティリティは,ユーザーが本装置を導入する場合鼓

もユーザー負担の少ない利用形態を提供するプログラム群で

ある｡その特長は,以下に述べるとおりである｡

(1)会i講形データ入力形式

CRTディスプレイ坤i面と音声出力とを併用し,視聴覚を組

み合わせたデータ入力が可能である｡従来のCRTキーボード

人力処理形態に比べ,操作件の岳し､会話形を実現Lた｡

(2)豊富な支援機能の具備

7椎葉頁のデータ処理が用意されており,それらの関係は図

7に示すとおりである｡レポMト編集,ファイル人力作業は,

会話形式によるデータ入プJ方式が利用できる｡

(3)ユーザー処理定義の簡易化

ユーザーは,会話形データ人力の会話手順とデータ編集の

書式を簡単なパラノMタで記述すればよい｡パラメータの定

義項H(7)内訳を表4にホす｡

書式登録

キーボード

入出力形式省定

㈹W

音
声
応
小
合

ジ
ー

ドセイ

ツ

ガメ

膠

書声入力

音声会話形データ入力

汎用形音声認識装置■▲HR-100Il''829

表4 応用ユーティリティのユーザー定義項目 本応用ユーティリ

ティプログラム群は.表に示される項目に対応した内容を定義することにより.

汎用的にユーザの業務に適Lた手順で利用することができる｡

会 話 手 順 定 義 書 式 定 義

項 目 内 容 項 目 内 容

カイド表示
ガイドメッセージのCRT メッセージ 見出し文,注訳文の印

画面への出力内容 表 示 字う去

ガイド音声 音声入力の促し.結果 ファイルデ 編集するデータの補助

出 力 判定などの音声出力法 一夕 入力 記憶装置から読出し)去

カイド繰返 同一会話手順の繰返L データ編集 データの編集,出力の

し 制 御 範囲 出 力 方法

会話入力
音声入力受付けと入力

出力 計数
出力ページ数,出力項

処王里う去 日数の計数及び表示;去

データ格納
入力結果を補助記憶装 出力寿菓返L 書式の繰返L利用範囲

置への格納;去 制 御

(4)__L二位計算機との接続の谷妨化

卜位計算機とオフラインで接続する場で㌢でも,フロッピー1

ディスクを介して容易に結合することができる｡

5.5 操作弓幾能

HR-100ⅠⅠシステムのコンソール操作では,次の二つの処

理モードから構成される｡

(1)主操作モード

システム起動によって本モードに入り,コマンド入プJ待ち

となる｡プログラムの開発,実行はすべてこのモ【ド‾Fであ

る｡この処理梯作で他用できるコマンドの項目と内省を,表

5にホす｡

定義ファイル

会 話 形 式

｢----…+

会 話 形

ファイル作成

会 話 形

ファイル更新

｢一‾‾‾

会 話 形

レポート編集

定義ファイル

帳 票 形 式

データファイル

(FDOSフォーマット)

､;､3女′≡;::

お′エ::三

トーーー

l

I

l
l

l

_____+

定義書式帳票

注二m提供する鮒
データの流れ

---●- ファイルの参照

注:略語説明 F[)OS(Fbppy Disk Operating System)

FDフォーマット

変 換

ファイル編集

(書式付)

ファイル検索

(書式付)

川TAC

Mシリーズ･

川D】C

FDファイル

定義書式帳票

定義書式検索表

図7 応用ユーティリティの支援業務 HR-100ⅠⅠの標隼ソフトウェアで,図4の最もユーザー負担の少ない利用形態を提供するためのプログラム群であ

る｡支援する業務の範囲と名･プログラム処王里の関連を示した｡
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表5 主操作コマンド一覧 本表はシステム操作用のコマンドを示し.

CRTキーボードから,対話的に入力することによりHR-IOOIIシステムの書乗作,

i重用ができる..

No. コマンド名称 内 容

l プロセス*起動 プログラムの実行要求

2 プロセス停止 70ログラムの停止要求

3 メモリ ダンプ 主記憶部の内容を画面表示

4 メモリ内容変更 主記憶部の内容を変更する_

5 CRTプリント CRT画面内容をプリントする

6 ディレクトリ表示 ファイルディレクトリの画面表示

7 フ ァイ ル入力 プログラム,データファイルのメモリロード

8 ファイル生成 プログラム,データファイルのフォーマット生成

9 苦声登毒曇テスト 書声認識テストモードヘの切換

10 エディ タ起動 画面工テイクのメモリロード実行

ll コンパイラ起動 書声入力言語コンパイラのロード実行

12 インタプリタ起動 音声入力インタプリタのロード実行

注ニ *
一つの独立したプログラム単イ立であり,各プロセスに対応Lたプロセ

ス番号(最大4個)が割当てできる.､

表6 音声登録コマンド一覧表 本蓑は,表5の音声登録テスト下で

のコンソール入力コマンド群を示Lており,音声登録,更新,学習,認識テス

トなどを行なうときに用いる

No. コマンド名称 実 行 内 容

l 初 期 言安 定 音声認識部の初期処理実施

2 文 字 登 貪桑 CRT画面上に話者,発声文字の表示と更新

3 文 字 ス ト ア 音声登録画面のFDファイル格納

4 音 声 登 毒蔓 書声パターンの語番順登録,標準3国学習

5 音声パターンストア 音声登録パターンをファイル単位で格納

6 吾声パターンロード 書声登録;黄みパターンファイルの口一デイング

7 苦声パターン更新 書声量茅蔓パターンの更新

8 認 識 壬抱囲 登 鐸 認識テスト時の認芸故範‡司登錆

9 認 識 三経国 追 加 認識テスト時の認識範囲追加

10 認 識 範 囲 解 除 認識テスト時の認識範囲解除

ll 認 識 起 動 認識準備完了

12 ∨ モ ー

ド 終 了 音声登録テストモード終了

表5中の音声登録テストコマンドを人力することにより,

次に述べる音声登録テストモⅥドに移行する｡

(2)音声登録テストモード

音声パターン,表示文亡-‡二の登多丸 更新から認識範囲の設定,

認識テスト評価の実施までを,音声登録絹CRT両何によI)対

亡講形式で行なうことができる｡二れら-一連の操作に必要とす

るコマンドは,全体で12種類が準備されており,その内答は,

表6に示すとおりである｡

l司 応用 例

音声認識装置を利用した音声入力システムには,音声ダイ

ヤル,電話による唾情予約,オーダエントリなどの音声入川

カシステム,計測システム,自動仕分けシステム,検杏シス

テム,製品入‡†iJ車システムなどがあるが,ここではHR-100ⅠⅠ

を用いた音声入力による製品検査業務を紹介する｡

製品検査業務には,検査項Hごとの各種点検作業とカ検簡
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音声入力 処理動作 促L及び応答音声

≠どなたですか?〝

検査者名 発声

検査月日 発声

製品形式 発声

製品番号 発声

検査結果

良 し

切断

不 良

な し

どな

発声

話者認識

形 式

番 号

検査結果

検査名称ごとに
検査結果を

発声入力する｡

l
チェ ック
リスト出力

≠検査月日をどうぞ”

〝形式をどうぞ”

≠番号をどうぞ”

"確認始め”

検査名称

(ー受信ユニッド≠ランプA書……≠送信ユニツド

や確認終わりまLた”

二)

図8 製品検査の検査フロー例 促L書声及び応答音声に応じて検査

者が発声すれば,書声認識装置でデータが処王里される√.

所のデータ測定,及び書類の作成作業がある｡このうち,本

来人間Jでなければできない部分だけを人H与】が作業し,データ

の作問や作表業務は機械化することにより,検査業務の大幅

な省力化が回られる｡〕与し体的な検査フローを図8に示す｡

HR-100ⅠⅠからの促し音声により,検_奄省名,検査月日,検

杏結果などを発声し機械に人力すれば,検杏データの作間,

作表はt′i動的に作成でき印刷出力される｡現在これらシステ

ムは､電十装置の組立工場や車両検木工場で既に実用化され

ている｡

l】 結 言

以上,音声認識装遇二とそれを制御し,ユーザーソフトウェ

ア開発を支接するソフトウェアを備えた音声入力システムに

ついて述べたが,う､後,音声によるデータ入力手段として,

いっそう便利な連続音声認識方式,また,使用する前にあら

かじめ音声を登録しなくて析む不特定音読老認識方式,更には

任意語彙の認識が可能ないわゆる普声タイプライタヘの発展

が予想されている｡これらのニⅥズに対して,より良い音声

入力装置を開発するため,更に努力してゆく考えである｡

参考文献

1) 姫路,外:音声入力応用検二査情報処理システムVOCALの開

発と適用,日立評論,63,12,835～838(昭56-12)

2) 秋本,外:音声入力システム用問題向き言語の開発,日立評

論,63,12,831～834(昭56-12)




